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音 楽 と の 関 わ り

副支部長　大冨 栄里子（28期pf）

～総会が盛会に開かれました～

《 総 会 》
第 １ 部  総 会 催 事

（次ページに続く）

── ◎ ──

　今年の記念催事は、前半、9年間のフランス音楽留学か
ら今年３月に帰国された上敷領美絵さん（48期pf）によ
る演奏とお話、そして後半では大阪支部を長年に渡って支
えて下さっている金森重裕さん（6期cl）に現在の音楽界
についての持論をお話しいただきました。

　まず前半、聞き手の金森さんの紹介で上敷領さんが迎え
られ、バッハ＝ブラームス「シャコンヌ」（左手のため
に）の演奏から始まりました。この曲はブラームスが右手
を痛めたクララ・シューマンのために書いたとされる左手
だけで奏される作品です。鍵盤の上を飛び交う上敷領さん
の左手から生み出される神聖な音群はやがて壮大な響きに
発展、大曲を見事に弾ききって下さいました。
〈上敷領さんは2007年に室内楽を学ぶためにフランスへ

渡り、ようやくコンサート活動を始めた矢先に右手薬指
に局所性ジストニア（脳神経運動機能の故障）を発症、
活動を中止せざる得なくなりました。〉

　「多くの音を左手五指でバランスをとるのが難しい、右
手薬指は指を上げるだけで力が入ってしまう。それで薬指
だけを内側に包んで弾いてみると、その方が弾きやすかっ
たり、でもおかしいですよね」その時の苦労話を淡々と語
る彼女の表情に暗さは見られません。続いてスクリャービ
ンの左手のための小品よりノクターン。
　「フランスは自由な国、時間の感覚がゆっくりで、どこ
へいっても待たされるのは当然。日本の感覚でイライラし
ていても始まらない。夏のバカンスは一か月ほど取って、
海などでゆっくりと時間の流れを楽しむ。」など、文化の
違いについても楽しくお話し下さいました。
　その後、声楽伴奏に転向し、さらに自らベルカント唱法
も学んだという美声をなんと弾き歌いでご披露！ロッシー
ニのオペラ「セビリアの理髪師」から、ロジーナのアリア
「今の歌声は」を全身で表現される彼女のステージに、会
場もぐんぐん引き込まれていきました。

　現在は、局所性ジストニアについて効果的な運動療法な
ど、様々な角度からさらに研究を進め、また「ショパンに
おける鍵盤の人間化」をテーマにした論文にも取り掛かっ
ているとのこと。最後に両手で演奏されたショパンのノク
ターンは心に染み入るものでした。

　後半は「音楽家の果たす役割は？」を議題に金森重裕さん
が再び登場され、先週の東京でのお話しから始まりました。

　両国の国技館で大相撲千秋楽の前日を観戦、翌日、歌舞
伎座で菊五郎・吉右衛門らの歌舞伎鑑賞を体験したことを
話され、やはりホンモノに実際に触れること、非日常的な
体験の大切さ、を説かれました。
「音楽も日本の場合は非日常な体験、音楽家はそれに応え
なければならない。自身、演奏にどこまで集中し、感動的
体験までお客さんを引き込めているか、間違わないように
無事演奏するということだけに終わってしまっていないか、
聴衆から預かった貴重な時間を充分に満たしているか、を
考えないと役割を果たしたとは言えないのではないか」と。
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　少しずつ、活動の幅が広がればと準備しております。
　秋には、総会でお話した運動療法の講習会が東京で
あり、通訳します。もしご興味おありの方がおられま
したら、ご案内致します。 （上敷領美絵・48期pf）

追　記

（前ページより続く） 2016年度 真声会大阪支部総会 報告
と　き： 2016年5月29日（日）午後2時
ところ： 北区西天満　モーツアルト・サロン

記念催事＝会員・一般共、約30名参加
総　　会＝21名参加（１期～53期）

＜2015年度まとめ＞
・2015年度総会（6.13モーツアルト・サロン＆珈琲苑）
・支部報104号(2015.5.14)、105号(9.25)、106号(2016.3.5)
・「ブリリアント・コンサート2015」

(10.30兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール)
・世話役会（６回）
・後援名義使用承諾（年度内承認）10件

　2015年度　真声会大阪支部　会計報告
（２０１５．４．１～２０１６．３．３１）

「ブリリアント・コンサート2015」
2015.10.30（金）19:00／兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール

＜収入の部＞
前年度繰越金 １,８０１,４９４
会  　　　費 ２６１,０００
支部援助金 ２００,０００
仮払金戻入れ（ブリリアント） ８５,９０８
立替金未払分（ブリリアント） ８５,０００
雑収（銀行利息） ５４

　　　　計　 ２,４３３,４５６

監査の結果、上記の通り相違ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　２０１６年５月２９日

＜支出の部＞
印刷費（支部報3回と封筒作製　他） ２１１,２４８
交通、通信費 ５６,５０９
総会費 ４１,７５９
会議費 ２６,１０８
事務費 ６,１７１
事業費（ブリリアント・コンサート補助） ５３,８０１
次年度繰越金 ２,０３７,８６０
　　　　計 ２,４３３,４５６

次年度繰越金（内訳） 郵便局 １,７４２,９７２
 三井住友銀行 ２５８,６５２
 現　金 ３６,２３６

会計監査　竹 内　惠 子　㊞
　　　　　飯 田　真 基　㊞

支出
ホール代 138,966

（内訳）
　前払い分（振込料含む）
　今期分 53,058
調律費（立会い料含む） 41,040
印刷代（振込料含む） 77,012
(内訳)
　チラシ・チケット 43,580
　プログラム 33,432
打ち上げ費 60,000
交通・通信費 6,060
雑費 2,400
ケータリング 10,323
合　計 335,801
差し引き －53,801

 *の85,908円は、前年度会計より、仮払い分として、今期、会計に返納。

収入
参加費 95,000

チケット売り上げ 187,000
(内訳)
　出演者 114,000
　世話役・支部会員 67,000
　当日券 6,000

合　計 282,000

まとめ
入場料　　一般　2,000円
入場者数
　（背面席を除くキャパ85％）

（内訳）
　出演者関係
　世話役・支部会員扱分 ほか
　当 日 券
　招 待 券

２８４

２０５
７２
３
４

85,908*

2016,17年度 真声会大阪支部 世話役役割分担
○印＝主担者、＊印＝各地域のリーダー

大村　益雄（ 1.作） 支 部 長
大冨栄里子（28.pf） 副支部長、＊事業企画
西川　香代（45.cl） 副支部長、◯広報
樋口　博行（27.pf） 事務局長
雪原　典子（25.pf） 会　　計
竹内　惠子（ 5.vn） 監　　査
飯田　真基（17.vn） 監　　査
小村　賢治（ 8.cl） 事業企画
大西　多惠（10.声） 事業企画
中島　慈子（10.声）◯事業企画
中林　節子（12.声） 事業企画
河村さと子（16.声）＊事業企画
柴田千恵子（18.声）＊事業企画
森池日佐子（18.声）＊事業企画
一ノ瀬夏美（28.pf） 事業企画
古川　知子（30.pf） 事業企画
小﨑恵理子（30.vn）＊事業企画
松村　佳奈（31.pf） 事業企画
宮北　昌子（31.pf） 事業企画
康　　　瑛（31.声） 事業企画
信多　仁子（32.pf） 事業企画
西岡　仁美（51.pf） 事業企画
宮﨑真理子（52.pf） 事業企画
井上　元気（59.声） 事業企画
金森　重裕（ 6.cl） 広報補佐
上敷領美絵（48.pf） 広　　報
住本　紗恵（51.声） 広　　報

　一方、「音楽家は社会の成り立ち、自分たちの置かれて
いる立場をもっと理解しなければならない。政治というも
のが、人の幸せを第一義に考えなければならないのに、そ
うはなっていない。政治家がダメ、でも政治には関心がな
い、私の一票でどうなるものでもない、と諦めていません
か、でも無関心であっても無関係ではいられないので
す。」と話され、「世の中すべてが、条例、規則で動いて
います。世の中を動かしているのが政治家であり、行政で
す。日本の文化的貧困は、政治にかかわる人の人間性の欠
如にあります。ここを変えないとだめですが、ここを変え
るのが一票なのです。その一票を投じる人たちが文化の大
切さを理解し、音楽の素晴らしさを知らなければ今の世の
中変わらないと思います。（支部報で記した「行政と文化」を
参考にしてください。）
　音楽家の使命は重大です。作曲家の千原英喜氏は「音楽
家は人類の幸せのために遣わされているという使命を持た
ねばなりません」と言い、映画作家の大林宣彦氏は「人間
社会を平和にする力を率先して発揮するのが文化・芸術で
す」と述べています。
　私たち音楽家の社会的地位・処遇の向上を図るというの
は、私たち当事者が為すべきことだ、という強い信念を持
たねば、と思うことです。」と述べられました。

　金森さんの熱い言葉に、客席からも「ナマの音楽を広め
ること」、「あらゆる機会に実践していくこと」、「音楽
を通しての地域での活動や合唱指導などでも真剣に取り組
み、音楽の素晴らしさを伝えることは重要」とそれぞれ自
身の体験を通して、意見が多く発せられました。

　困難をプラスのエネルギーに変えて前向きに音楽と関わ
っていく上敷領さんの突き抜けた大らかさと情熱。半生を
音楽業界に委ね音楽家の現実を直視しながら、客観的な視
点からの厳しくも温かい金森さんのお話し。
　今回も充実した時間を堪能させていただきました。

　いつもの「珈琲苑」にて、総会議事と懇親会。別掲の通
り報告と承認が行われました。
　来年5月26日に行われる予定のブリリアントコンサート
の持ち方や、今後の活動についての意見なども交わしなが
ら懇親会へと移行、いつもながらの和やかなひとときを過
ごしました。

世話役会（７月８日開催）報告

　総会の承認を受けた世話役で初の世話役会を開き、役割
分担とこれからのことについて話し合いました。
　基本的には今まで通り、みんなで相談しながら進めて行
く。長年、副支部長として支えてくださった金森さんは、
今年度からは広報補佐として、私達を支えてくださること
になりました。
　今回、特に熱い議論となったのが「プロムナード・コン
サート」の復活です。京芸の名を知ってもらうために始め
た、各地域でのサロンコンサート。気軽に来ていただける
ようなコンサートを、今の時代だからこそ「生の音楽を」、
社会とのつながり、聴衆を育てる（会報103号参照）、な
どなど、プロムナード・コンサートの位置づけを再確認し
ました。地域での担当を分け、情報収集を声かけ、出来る
所から積極的に開催して行きたいと思っております。「や
りたい！」「こんなサロンがあります。」など、皆さんの
参加、情報をお待ちしております。
　また、「ブリリアント・コンサート」(2017.5.26)に向
けて始動します。参加者募集中です。（詳細別記）
　ホームページの充実にも力を入れていきます。コンサー
ト情報、お寄せください。
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　少しずつ、活動の幅が広がればと準備しております。
　秋には、総会でお話した運動療法の講習会が東京で
あり、通訳します。もしご興味おありの方がおられま
したら、ご案内致します。 （上敷領美絵・48期pf）

追　記

（前ページより続く） 2016年度 真声会大阪支部総会 報告
と　き： 2016年5月29日（日）午後2時
ところ： 北区西天満　モーツアルト・サロン

記念催事＝会員・一般共、約30名参加
総　　会＝21名参加（１期～53期）

＜2015年度まとめ＞
・2015年度総会（6.13モーツアルト・サロン＆珈琲苑）
・支部報104号(2015.5.14)、105号(9.25)、106号(2016.3.5)
・「ブリリアント・コンサート2015」

(10.30兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール)
・世話役会（６回）
・後援名義使用承諾（年度内承認）10件

　2015年度　真声会大阪支部　会計報告
（２０１５．４．１～２０１６．３．３１）

「ブリリアント・コンサート2015」
2015.10.30（金）19:00／兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール

＜収入の部＞
前年度繰越金 １,８０１,４９４
会  　　　費 ２６１,０００
支部援助金 ２００,０００
仮払金戻入れ（ブリリアント） ８５,９０８
立替金未払分（ブリリアント） ８５,０００
雑収（銀行利息） ５４

　　　　計　 ２,４３３,４５６

監査の結果、上記の通り相違ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　２０１６年５月２９日

＜支出の部＞
印刷費（支部報3回と封筒作製　他） ２１１,２４８
交通、通信費 ５６,５０９
総会費 ４１,７５９
会議費 ２６,１０８
事務費 ６,１７１
事業費（ブリリアント・コンサート補助） ５３,８０１
次年度繰越金 ２,０３７,８６０
　　　　計 ２,４３３,４５６

次年度繰越金（内訳） 郵便局 １,７４２,９７２
 三井住友銀行 ２５８,６５２
 現　金 ３６,２３６

会計監査　竹 内　惠 子　㊞
　　　　　飯 田　真 基　㊞

支出
ホール代 138,966

（内訳）
　前払い分（振込料含む）
　今期分 53,058
調律費（立会い料含む） 41,040
印刷代（振込料含む） 77,012
(内訳)
　チラシ・チケット 43,580
　プログラム 33,432
打ち上げ費 60,000
交通・通信費 6,060
雑費 2,400
ケータリング 10,323
合　計 335,801
差し引き －53,801

 *の85,908円は、前年度会計より、仮払い分として、今期、会計に返納。

収入
参加費 95,000

チケット売り上げ 187,000
(内訳)
　出演者 114,000
　世話役・支部会員 67,000
　当日券 6,000

合　計 282,000

まとめ
入場料　　一般　2,000円
入場者数
　（背面席を除くキャパ85％）

（内訳）
　出演者関係
　世話役・支部会員扱分 ほか
　当 日 券
　招 待 券

２８４

２０５
７２
３
４

85,908*

2016,17年度 真声会大阪支部 世話役役割分担
○印＝主担者、＊印＝各地域のリーダー

大村　益雄（ 1.作） 支 部 長
大冨栄里子（28.pf） 副支部長、＊事業企画
西川　香代（45.cl） 副支部長、◯広報
樋口　博行（27.pf） 事務局長
雪原　典子（25.pf） 会　　計
竹内　惠子（ 5.vn） 監　　査
飯田　真基（17.vn） 監　　査
小村　賢治（ 8.cl） 事業企画
大西　多惠（10.声） 事業企画
中島　慈子（10.声）◯事業企画
中林　節子（12.声） 事業企画
河村さと子（16.声）＊事業企画
柴田千恵子（18.声）＊事業企画
森池日佐子（18.声）＊事業企画
一ノ瀬夏美（28.pf） 事業企画
古川　知子（30.pf） 事業企画
小﨑恵理子（30.vn）＊事業企画
松村　佳奈（31.pf） 事業企画
宮北　昌子（31.pf） 事業企画
康　　　瑛（31.声） 事業企画
信多　仁子（32.pf） 事業企画
西岡　仁美（51.pf） 事業企画
宮﨑真理子（52.pf） 事業企画
井上　元気（59.声） 事業企画
金森　重裕（ 6.cl） 広報補佐
上敷領美絵（48.pf） 広　　報
住本　紗恵（51.声） 広　　報

　一方、「音楽家は社会の成り立ち、自分たちの置かれて
いる立場をもっと理解しなければならない。政治というも
のが、人の幸せを第一義に考えなければならないのに、そ
うはなっていない。政治家がダメ、でも政治には関心がな
い、私の一票でどうなるものでもない、と諦めていません
か、でも無関心であっても無関係ではいられないので
す。」と話され、「世の中すべてが、条例、規則で動いて
います。世の中を動かしているのが政治家であり、行政で
す。日本の文化的貧困は、政治にかかわる人の人間性の欠
如にあります。ここを変えないとだめですが、ここを変え
るのが一票なのです。その一票を投じる人たちが文化の大
切さを理解し、音楽の素晴らしさを知らなければ今の世の
中変わらないと思います。（支部報で記した「行政と文化」を
参考にしてください。）
　音楽家の使命は重大です。作曲家の千原英喜氏は「音楽
家は人類の幸せのために遣わされているという使命を持た
ねばなりません」と言い、映画作家の大林宣彦氏は「人間
社会を平和にする力を率先して発揮するのが文化・芸術で
す」と述べています。
　私たち音楽家の社会的地位・処遇の向上を図るというの
は、私たち当事者が為すべきことだ、という強い信念を持
たねば、と思うことです。」と述べられました。

　金森さんの熱い言葉に、客席からも「ナマの音楽を広め
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ト情報、お寄せください。



真　声　会　大　阪 No.1084 真　声　会　大　阪 5No.108

近況報告
総会出欠返信はがきから

ミュージックライフ、この50年

昨年10月に真声会大阪支部ブリリ
アントコンサートに出演したところ、
なんと私が最長老で演奏も大トリ！な
んだか今でも若手意識が消えやらぬ私
にとっては大ショック。そこで、改め
て50年前に入学した頃のあれこれを
思い起こしてみました。その頃は日本
もまた音楽の世界も若さにあふれて、
テンションが高かった時代だったんで
すよね。

1967年４月、音大入学式当日の夕
方、大阪フェスティバルホールでドイ
ツ・バイロイト・オペラ「トリスタン
とイゾルデ」の楽劇を鑑賞しました。
出演歌手は、ニルソン、テッパー、ヴ
ィントガッセン、ホッターと言う超豪
華なものでしたが、夕方５時すぎから
１時間ずつの休憩を２回挟んで、終演
が12時近くと言うのは、オペラ鑑賞
初体験の私にとっては死ぬほどしんど
かった。２期上の田淵幸三さんとは、
卒業後40年以上もコンビを組んで、
コンサート活動をしてきた仲ですが、
なんとそれから50年後のつい２か月
前、フェイスブックでこのオペラを見
たときの感想をツィートされていて、
本当にビックリ！だって、普段はくだ
らない話ばっかりしてて、こんなまじ
めな内容を語り合ったことがなかった
ので、驚きました。なんか縁があった
んだね－！余談ですが、私は1999年
よりドイツ・ガルミッシュのリヒャル
ト・シュトラウスフェスティバルの運
営委員を務めていて、そのたくさんの
プログラムの中で、ドイツリートを勉
強している世界中の音楽大学院生を招
いてのマスタークラスの手伝いをして
いますが、上記のホッターさんのお嬢
さんガブリエルさんも出席されて、よ
くお目にかかっています。彼女は、リ
ヒャルト・シュトラウスの孫のやはり
リヒャルトさんの奥さんでもあるので
す。ちなみに、本年度のマスタークラ
スの講師はなんとエディタ・グルべロ
ーバーさんです！

さて、入学した16期の声楽専攻生
は12名で、大半が浪人生で、現役は

私を含め３人だけ。同期には三井ツヤ
子さんがいます。（余談ですが、入学
前に在籍した明石高校の同級生の中に
は本学音楽学部長を務められた呉信一
さんがいて、当時、ブラバンで何かや
ってらしたみたい（笑）。）卒業後、ド
イツリートを一から勉強しなおそうと
思い、佐々木成子先生のレッスンを
40年以上定期的に受け続けました。
この頃の学生さんは、卒業後、師事し
た先生とはほとんど縁が切れるみたい
ですが、当時は先生とは一生のお付き
合いと言うのは当たり前でした。

そんなご縁で、佐々木先生と親しい
林達次先生のお誘いで、1972年７月
にニースの国際アカデミー講習会に参
加し、エミー・ジットナー先生の指導
を受けました。その講習会には、当時、
本学声楽科専任講師になられたばかり
の蔵田裕行先生も参加されておられま

安宅千世子（3期pf）
　現在、音楽療法士として、勉強しながら頑張っています。

吉田實（3期vn）
　今年は京響創立60年で、記念演奏を催す予定です。（京都コ
ンサートホール）

吉田洵子（4期pf）
　痴呆予防に、ジャズボーカル始めました。

三森尚子（26期pf）
　『還暦までの5ヶ年計画』も約半分のところまで来ました。今年
上半期の一大イベントは、パイプオルガンの師匠（U.ベーメ氏＝
ライプツィヒ・トーマス教会オルガニスト）の来日期間に合わせて、
同氏による「教会オルガニストのためのパイプオルガン公開レッ
スン」のオーガナイゼイションでした。（3/10、東京・日本キリスト
教団滝野川教会）古くからの、又、新しい友人達の力を貸して頂
き、とても良い形で開催できて、嬉しく思っています。これもそう
ですが、（堀川高校音楽科入学以来）過去約40年の間にしてき
たこと、育まれた人間関係から自然にこの5年間の諸行事へと
つながり、発展して実現しています。後半2年半も、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

蜂谷葉子（29期pf）
　最近、大学の仕事で学生達の実習先である幼稚園、保育所、
児童福祉施設を訪問するようになりました。実習生に対する指
導とはいえ、私自身が大いに社会勉強をさせていただいていま
す。これらの現場でこそ大切な音楽、音楽の力について考えさ
せられます。

栗木充代（34期声）
　9月28日（水）19:00より、兵庫県立芸術文化センター小ホー
ルにて、リサイタルを開催いたします。お越しくださると、嬉しいで
す。

平林知子（35期pf）
　2017年3月31日、いずみホールにて36期ピアノの山田真由
美さんとピアノデュオの演奏会を致します。それに向け練習と体
調管理をしっかりさせていきたいと思っております。

畑奨（55期声）
　高校の教員を勤めながら、演奏活動をしています。

新竜馬（61期cl）
　現在、桐朋オーケストラアカデミー1年目在籍中です。よろしく
お願い致します。

玉木俊太（61期vc）
　プロオーケストラの客演など、フリーランスとして活動中です。
よろしくお願い致します。

♪第1回コンサート
９月23日(金)17:20～17:40
＊小村賢治（8期cl）、冨里麻実（46期cl）、尾崎順子（pf）
＊伏尾台子どもべや教室/072-750-2797

特定非営利活動法人ライフスキル研究所
芸術療法士 小村チエ子（全日本カウンセリング協議会認定）
http://lifeskill-npo.org/

（レポート:西川香代・45期）

  8月初旬、大冨・西川の二人で、池田
市伏尾台の小村賢治さん(8期cl)のお宅
を訪ねてきました。
　小村さんは、京芸卒業後、キダタロ
ーも所属していた事務所でバンドマン
として活動された後、長年、教職にお
られました。真声会にも長く携わって
いただき、大阪支部のプロムナードコ
ンサートとして、小村さんのお宅で1
年に1回くらいのペースで、断続的に5
～6年はされていたそうです。当時の

ことをとても懐かしそうに、大冨さん
と奥様のお話に花が咲いていました。
  小村さんの奥様は、東京女子美術大
学短期大学部を卒業後、芸術療法士と
して、おえかきを使ったワークショッ
プや、アートを使った人生のサポート
をする活動をされています。「子供た
ちにアートに接する機会を」というこ
とで、生の演奏にも触れて欲しい、と、
地域に密接した子供向けのコンサート
を開催されることになりました。
　飽くなき探求心に溢れたご夫妻の姿
に、心熱くした二人でした。

伏尾台 子どもべや教室を訪ねて
河村 さと子（16期声）

した。セミナーの教授陣は、バイオリ
ンのレオニード・コーガン、フルート
のピエール・ランパルなど超有名な
方々が揃っており、毎日夕刻には近く
の修道院の中庭で、コンサートを
開いてくださっていました。講習
会の最終日には思いがけず、修了
演奏者の一人に選ばれ、慌ててニ
ースの高級ブティックでドレスを
購入し、アカデミーのコンサート
ホールでモーツァルトのコンサー
トアリアを歌いました。今から思
うと、これが私が人前で演奏する
きっかけになったと思います。こ
の講習会の帰途、ヴェローナで、
フランコ・コレルリが出演するエ

ルナーニを鑑賞したり、オリンピック
開催中のミュンヘンでダヴィット・オ
イストラフのリサイタルを鑑賞したり
して、大満足で帰国しました。ちなみ
に、46年ぶりに今年７月、ニースを
再訪し、当時の足取りをたどり、セン
チメンタルジャーニーとシャレこんで
いましたが、帰国後、１週間して例の
ニース・テロ事件が、毎日散歩してい
たプロムナード・デ・ザングレで起こ
ったことを知りました。本当にビック
リです。

その後、この歳になるまでに、オペ
ラ「夕鶴」をはじめとするオペラ出演
をしたり、各種コンサート活動、パー
ソナリティの浜村淳さんとの歌入りト
ークショー、宝塚音楽学校生及び歌劇
団生へのヴォイストレーニング、ＮＨ
Ｋ文化センター梅田での「歌笑塾」講
師などまだまだバタバタ活動しており
ます。また、世界的スーパーテナーの
ルチアーノ・パヴァロッティの日本で
の公式ファンクラブ「チルコロ・パヴ
ァロッティ・ア・トーキョー」を
1995年に立ち上げ15年間世界中彼の
コンサートやオペラを聴きまくり、彼
と親交を深め、彼の没後もクラブの活
動は継続されていて、ことあるごとに
各メディアに彼の資料やオリジナルフ
ォトを今でも提供しています。

1972年　ニース・修了コンサート

1997年　NY.  Met. Pavarottiの楽屋

2015年　ドイツ・ガルミッシュ・マスタークラス
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うと、これが私が人前で演奏する
きっかけになったと思います。こ
の講習会の帰途、ヴェローナで、
フランコ・コレルリが出演するエ

ルナーニを鑑賞したり、オリンピック
開催中のミュンヘンでダヴィット・オ
イストラフのリサイタルを鑑賞したり
して、大満足で帰国しました。ちなみ
に、46年ぶりに今年７月、ニースを
再訪し、当時の足取りをたどり、セン
チメンタルジャーニーとシャレこんで
いましたが、帰国後、１週間して例の
ニース・テロ事件が、毎日散歩してい
たプロムナード・デ・ザングレで起こ
ったことを知りました。本当にビック
リです。

その後、この歳になるまでに、オペ
ラ「夕鶴」をはじめとするオペラ出演
をしたり、各種コンサート活動、パー
ソナリティの浜村淳さんとの歌入りト
ークショー、宝塚音楽学校生及び歌劇
団生へのヴォイストレーニング、ＮＨ
Ｋ文化センター梅田での「歌笑塾」講
師などまだまだバタバタ活動しており
ます。また、世界的スーパーテナーの
ルチアーノ・パヴァロッティの日本で
の公式ファンクラブ「チルコロ・パヴ
ァロッティ・ア・トーキョー」を
1995年に立ち上げ15年間世界中彼の
コンサートやオペラを聴きまくり、彼
と親交を深め、彼の没後もクラブの活
動は継続されていて、ことあるごとに
各メディアに彼の資料やオリジナルフ
ォトを今でも提供しています。

1972年　ニース・修了コンサート

1997年　NY.  Met. Pavarottiの楽屋

2015年　ドイツ・ガルミッシュ・マスタークラス
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＊この欄への情報の提供、エッセイ、留学記など、投稿を
お待ちしています。 表紙記載の事務局か、メールは、 
klneurc@yahoo.co.jp （45期：西川香代）へ。

♪栗木充代メゾ・ソプラノ リサイタル
　Un moment de dialogue ～対話する時間～
9月28日(水)19:00
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール
＊栗木充代(34期pf)、益子明美(pf)
＊ラヴェル：博物誌、バーバー：隠者の歌 ほか
＊コンサートホールで音を発するとそこは特別な空間となり、音

楽の中の様々なものと対話することができます。その「対話す
る時間」を皆様と共有できればと思います。（栗木）

＊入場料：3,000円
＊問い合わせ：
080-3105-6142/mitsuyochanteuse@gmail.com (栗木)
＊真声会、真声会大阪支部後援

♪蜂谷葉子・大岡真紀子 ピアノデュオの魅力vol.10
　ブラームス～深く秘めたる愛と情熱～
10月26日(水)19:00
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール
＊蜂谷葉子・大岡真紀子(共に29期pf)
＊ブラームス：ハンガリー舞曲集より、二台のピアノのためのソ

ナタ ヘ短調 作品34b ほか
＊同じ内容で、蜂谷葉子・大岡真紀子ピアノデュオコンサートシリ

ーズ vol.9として、10月8日(土)16:00／スタインウェイサロン
東京・松尾ホールにて開催されます。

＊3,000円
＊問い合わせ:ドゥーピアノムジーク

Tel&Fax 072-831-2641
deuxpianos.musique@apost.plala.or.jp 

＊真声会大阪支部後援

♪がんばれ♪熊本 熊本地震被災地支援コンサート2016
11月8日(火)18:30
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール
＊一ノ瀬夏美(28期pf)、大冨栄里子(28期pf)(ピアノ連弾)、他
＊ピアソラ：リベルタンゴ ほか
＊関西の音楽家53名が3つのホールに結集！
＊3,000円
＊問い合わせ: 大阪アーティスト協会 050-5510-9645 
078-452-5851/q.n8t2m1_rsm@docomo.ne.jp(一ノ瀬)

♪クッキーコーラス第15回演奏会
　～八百万(やおよろず) 昔はゆかし おもしろし～
11月12日(土)14:00／メイシアター中ホール
＊安川温子(18期作曲)、信多仁子(32期pf)、帯刀菜美(56期

作曲)、山田千尋(57期sop)、山元浩司(58期br)
＊安川温子が指導・指揮してきた吹田市のママさんコーラスの

演奏会。歴史をテーマに、自作曲、編曲、作詞、朗読とのコラボ、
そしてゲストコーナーのプログラム構成。

＊問い合わせ：Tel&Fax 06-6384-8490(安川)

♪リーガロイヤルホテルチャペルコンサート
12月2日(金)19:00／リーガロイヤルホテル ザ・クリスタルチャペ
ル(ウエストウィング２階)
＊中林節子(12期声)ほか
＊シューマン：曲目未定 
＊4,200円
＊問い合わせ：090-1670-8613(中林)

♪古谷 泉&信多仁子 ピアノで奏でるX'mas Concert
  ～きらめく音のプレゼント～
12月18日(日)14:00
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール
＊古谷泉(26期pf)、信多仁子(32期pf)
＊チャイコフスキー：「くるみ割り人形」より、モーツァルト：「きら

きら星変奏曲」、リスト：「愛の夢」 ほか
＊前売り：2,500円(当日3,000円)
＊問い合わせ：

090-9053-7010 / harmony-k@ares.eonet.ne.jp(古谷)
090-4038-1973 / noda1616@ezweb.ne.jp(信多)

＊真声会大阪支部後援

編集後記に代えて

（金森）

　編集作業は常に新しいものを求め、読む方への伝え方を工夫する
ことが大切です。でも、齢と共にマンネリといわゆる事なかれに陥っ
ていました。若い人がどんどん発言し、創り、作る、支部報であって
ほしいので、西川さんが継いでくださることを嬉しく思っています。
一人でできるものではありません。皆さんのこれまで以上の積極的
なご参加を希んでやみません。これまでの感謝と願いを込めて。

ブリリアント・コンサート2017
出演希望者を募集中！

＊11月30日（水）までに、下記あて、
出演希望をお申し出ください。
＊ソロ、重奏、アンサンブルなど、特に制約はありません。
＊出演希望が多数の場合の可否や出演順は、世話役会合議
で決めさせていただきます。
＊問い合わせ、大冨栄里子
（090-8232-0780、otoya-mu@ezweb.ne.jp）へ

2017年5月26日（金）
午後7時開演（予定）
兵庫県立芸術文化センター 小ホール

と　き

ところ


